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あ
な
た
は
、
ま
だ

　
寝
屋
川
を
知
ら
な
い

知
り
た
い
、

寝
屋
川
の
こ
と

　
私
た
ち
の
住
む
ま
ち「
寝
屋
川
市
」

に
は
、市
名
の
由
来
で
あ
る「
寝
屋

川
」が
流
れ
て
い
る
。私
た
ち
の
生
活

に
寄
り
添
う
よ
う
に
流
れ
て
い
る
こ
の

川
の
こ
と
を
、ど
れ
だ
け
知って
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
「
こ
の
ま
ち
は
、寝
屋
川
と
と
も
に

発
展
し
、生
き
て
き
た
ん
だ
よ
」

　
小
さ
い
頃
、誰
か
が
そ
う
教
え
て
く

れ
た
思
い
出
が
あ
る
。こ
の
川
は
、こ
の

ま
ち
の
人
々
に
と
って
特
別
な
存
在
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と「
寝
屋

川
」に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
く
な
っ

た
。私
は
、こ
の
目
で
、こ
の
足
で
調
べ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。

源
流
に
向
か
う

　
「
一
級
河
川
寝
屋
川
」の
始
ま
り

は
、寝
屋
交
差
点
付
近
。こ
こ
は
、行

政
が
決
め
た
川
の
始
点
に
過
ぎ
な
い
。

源
流
は
交
野
市
の
星
田
新
池
か
ら
先

の
山
道
の
奥
に
あ
る
ら
し
い
。寝
屋
川

流
域
の
環
境
保
全
活
動
を
行
う
団
体

「
ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
」の
協
力
を
得

て
、私
は
ま
だ
見
ぬ
寝
屋
川
の
始
ま
り

を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
倒
木
を
く
ぐ
り
、苔
の
生
え
た
石

で
足
を
取
ら
れ
つつ
も
、先
へ
進
む
。道

中
、古
ぼ
け
た
石
垣
を
見
つ
け
た
。「
こ

れ
は
、江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

作
ら
れ
た
、今
で
言
う
堤
防
で
す
」と

ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
吉
岡
さ
ん
。さ
ら

に
小
川
で
は
サ
ワ
ガ
ニ
を
見
つ
け
る
。

　
ス
タ
ー
ト
か
ら
一
時
間
ほ
ど
歩

い
た
だ
ろ
う
か
、「
あ
と
２
メ
ー
ト
ル

や
！
」と
い
う
仲
間
の
声
が
響
く
。歩

を
進
め
、顔
を
上
げ
た
瞬
間
、想
像
を

絶
す
る
光
景
が
目
に
飛
び
込
ん
で
来

た
。突
如
と
し
て
現
れ
た
滝
に
、思
わ

ず
声
が
漏
れ
る
。こ
れ
が
寝
屋
川
の
源

流
、聖
の
滝
。そ
の
迫
力
と
自
然
の
偉

大
さ
に
心
を
奪
わ
れ
た
。あ
ぁ
、こ
こ
が

私
た
ち
の
寝
屋
川
が
生
ま
れ
る
場
所

だ
っ
た
ん
だ
。も
っ
と
も
っ
と
、こ
の
川

を
知
り
た
い
…
そ
う
自
然
に
考
え
て

し
まった
。
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の
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始
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え
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ぼ
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に
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光
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如
と
し
て
現
れ
た
滝
に
、思
わ

ず
声
が
漏
れ
る
。こ
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が
寝
屋
川
の
源

流
、聖
の
滝
。そ
の
迫
力
と
自
然
の
偉

大
さ
に
心
を
奪
わ
れ
た
。あ
ぁ
、こ
こ
が

私
た
ち
の
寝
屋
川
が
生
ま
れ
る
場
所

だ
っ
た
ん
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っ
と
も
っ
と
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川

を
知
り
た
い
…
そ
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自
然
に
考
え
て

し
まった
。
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平 成 昭 和 明 治
江 戸 時 代 奈良時代 古墳時代

明 和 宝 暦 享 保 延 暦 仁 徳

21（
２
０
０
９
）年�

�

17（
２
０
０
５
）年�

８（
１
９
９
６
）年

４（
１
９
９
２
）年

47（
１
９
７
２
）年

26（
１
９
５
１
）年

７（
１
９
３
２
）年

�

18（
１
８
８
５
）年�

2（
１
７
６
５
）年

�

12（
１
７
６
２
）年

10（
１
７
６
０
）年

７（
１
７
２
２
）年

�

3（
７
８
４
）年

�

11（
３
２
３
）年

幸
町
公
園
オ
ー
プ
ン

寝
屋
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園

オ
ー
プ
ン

遊
水
池
機
能
を
持
つ
打
上

川
治
水
緑
地
公
園
が
完
成

�

洪
水
時
に
遊
水
池
と
な
る

深
北
緑
地（
寝
屋
川
治
水

緑
地
）が
完
成

�

大
東
水
害
発
生

�

寝
屋
川
改
良
事
業
期
成

同
盟
会
発
足

寝
屋
川
改
修
で
住
民
が
陳

情 淀
川
大
水
害
で
市
域
の
大

半
が
浸
水

堀
溝
村
で
二
十
箇
用
水
を

巡
る
訴
訟
が
起
き
る
。そ

の
後
も
各
地
で
用
排
水
の

争
い
が
相
次
ぐ

�

平
池
村
が
寝
屋
川
堤
防
の

決
壊
に
よ
る
年
貢
の
減
免

を
願
い
出
る

剣
先
船
が
寝
屋
川
で
運
行

さ
れ
る

萱
島
流
作
新
田
の
開
発
が

始
ま
る

�

茨
田
堤
が
15
か
所
決
壊
。

延
べ
6
万
４
０
０
０
人
が

動
員
さ
れ
改
修

茨
田
堤（
淀
川
堤
防
）が
築

か
れ
る
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そ
も
そ
も
い
つ
か
ら「
寝
屋
川
」は
あ

る
の
か
。こ
の
ま
ち
と
ど
う
関
わ
って
き

た
の
か
。何
と
な
く
水
路
や
生
活
用
水

と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
と
い
う
想
像
は
つ

く
。私
は
小
学
生
の
頃
の
自
由
研
究
以

来
だ
ろ
う
か
、寝
屋
川
に
つ
い
て
調
べ
る

た
め
、図
書
館
や
有
識
者
の
元
へ
奔
走
し

て
み
た
。

寝
屋
川
の
由
来

　
な
ぜ
、「
寝
屋
川
」と
い
う
名
称
に
なっ

た
の
だ
ろ
う
。そ
の
答
え
は
傍
示（
た
ち
）

川
と
北
谷
川
が
合
流
し
、寝
屋
川
が
始

ま
る
地
に
立
つ
と
す
ぐ
に
分
か
っ
た
。そ

こ
は「
寝
屋
」と
い
う
地
区
。地
名
に
由

来
し
て
い
る
の
だ
。

　
寝
屋
川
が
記
録
に
初
め
て
登
場
し
た

の
は
江
戸
時
代
の
初
期
。そ
れ
以
前
か
ら

呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、そ
こ
は
はっき

り
し
な
い
。

　

寝
屋
川
は
明
治
22
年
４
月
に
誕
生

し
た
村
の
名
に
も
。合
併
し
た
木
田
、堀

溝
、河
北
、萱
島
流
作
新
田
の
４
村
に
流

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
寝
屋
川
村
と
名
乗

り
、そ
の
後
、寝
屋
川
町
、寝
屋
川
市
へと

受
け
継
が
れ
て
いった
の
だ
。

川
を
中
心
に
ま
ち
が
栄
え
る

　
川
は
水
上
交
通
路
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
き
た
。
川
船
で
人
も
物
も
運
ん
だ

大
阪
と
京
都
間
の
淀
川
が
幹
線
交
通
路

な
ら
、
主
に
荷
物
を
扱
っ
た
在
郷
剣
先

船
（
ざ
い
ご
う
け
ん
さ
き
ふ
ね
）
が
往

来
し
た
寝
屋
川
は
、
い
わ
ば
ロ
ー
カ
ル

線
だ
。
船
着
き
場
で
は
、
さ
ら
に
三
枚

板
（
さ
ん
ま
い
だ
）
と
呼
ば
れ
る
小
さ

な
舟
に
積
み
替
え
ら
れ
、
寝
屋
川
流
域

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
狭
い
水
路
を
行
き

来
し
た
と
い
う
。

　
大
正
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
活
躍
し
た

在
郷
剣
先
船
は
、
船
底
が
浅
い
手
こ
ぎ

の
木
造
船
で
、
寝
屋
川
地
域
で
取
れ
た

野
菜
を
積
ん
で
川
を
下
り
、
当
時
、
肥

料
と
し
て
欠
か
せ
な
か
っ
た
、
し
尿
な

ど
を
載
せ
て
戻
っ
た
の
だ
。

　
昨
年
６
月
、
木
田
町
の
民
家
で
見
つ

か
っ
た
江
戸
時
代
の
古
文
書
に
は
、
在

郷
剣
先
船
の
所
有
者
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
た
。
台
帳
の
よ
う
な
も
の
で
、
寝
屋

川
流
域
の
所
有
者
で
組
を
作
っ
て
管
理

し
た
。
文
書
が
見
つ
か
っ
た
民
家
は
そ

の
当
時
の
元
締
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
船
着
き
場
は
堀
溝
地
区
の
猪
鼻
橋
付

近
に
あ
っ
た
そ
う
だ
。
奈
良
に
続
く
清

滝
街
道
（
現
国
道
１
６
３
号
）
と
交
わ

る
要
衝
で
旅
館
も
あ
り
、
一
帯
が
農
村

だ
っ
た
中
で
堀
溝
は
寝
屋
川
唯
一
の
都

会
と
し
て
繁
栄
し
た
の
だ
と
い
う
。

4

▲�空の一升びんなどを積み、堀溝地区の寝屋川に浮かぶ三枚板と思
われる川船。昭和初期に撮影＝寝屋川市史５巻より

萱島流作新田

萱島はかつて寝屋川がカーブ
した所にできた中洲でした。
この年に許可が出て開墾が
始まりましたが、洪水で度々
作物が流されたといいます。
明治22年に４村が合併して寝
屋川村が誕生した当時、萱島
流作新田村の住民はわずか
12人でした。

復元され、友呂岐緑地に展示されている三枚板船▶
（原型の縮尺３分の２）

歴
史
をひ
も
解
く

寝
屋
川
年
表
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川
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域
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半
が
浸
水

堀
溝
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で
二
十
箇
用
水
を

巡
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訴
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が
起
き
る
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の
後
も
各
地
で
用
排
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の

争
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相
次
ぐ

�

平
池
村
が
寝
屋
川
堤
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の

決
壊
に
よ
る
年
貢
の
減
免

を
願
い
出
る

剣
先
船
が
寝
屋
川
で
運
行

さ
れ
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萱
島
流
作
新
田
の
開
発
が

始
ま
る

�

茨
田
堤
が
15
か
所
決
壊
。

延
べ
6
万
４
０
０
０
人
が

動
員
さ
れ
改
修

茨
田
堤（
淀
川
堤
防
）が
築

か
れ
る

排
水
に
苦
労
し
た
村
人
に

手
を
差
し
伸
べ
た
幕
府
役
人

　
「
国
松
の
焼
き
豆
腐
」―
―
。こ
の
言

葉
は
、か
つ
て
の
国
松
地
区
の
村
人
の
嘆

き
を
表
し
て
い
る
。近
く
を
寝
屋
川
が
流

れ
、雨
が
降
る
と
水
は
け
が
悪
く
な
って

辺
り
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
。晴
れ
る
と
地
表

は
カ
チ
カ
チ
に
乾
き
、「
表
面
は
固
く
、中

は
柔
ら
か
い
」と
い
う
焼
き
豆
腐
状
態
に

なった
ら
し
い
。

　
こ
う
し
た
土
地
柄
だった
こ
と
を
伝
え

る
こ
の
地
区
に
は
、２
つ
の
石
碑
が
あ
る
。

約
２
９
０
年
前
の
江
戸
時
代
、度
重
な
る

農
地
の
冠
水
に
困
っ
た
村
人
が
巡
回
し

て
き
た
千
種
庄
右
衛
門
と
い
う
役
人
に

窮
状
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、寝
屋
川
の
下
を

く
ぐ
る
排
水
路
を
設
け
て
く
れ
た
の
だ
。

享
保
９（
１
７
２
４
）年
の
こ
と
だ
っ
た

が
、用
排
水
を
巡
る
複
雑
な
利
害
関
係

で
下
流
域
の
村
か
ら
苦
情
が
出
た
た
め
、

役
人
は
責
任
を
と
って
自
害
。し
か
し
、

国
松
地
区
が
あ
る
の
は
そ
の
役
人
の
お

か
げ
と
、昭
和
28
年
に
行
誓
寺（
ぎ
ょ
う

せ
い
じ
）、40
年
に
は
排
水
路
に
そ
れ
ぞ

れ
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

　
庄
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、幕
府
の
新
田

開
発
に
尽
力
し
た
、名
前
が
一
字
違
い
の

千
種
清
右
衛
門
で
は
な
い
か
と
の
説
も

あ
り
、興
味
深
い
話
だった
。

数多く残る水史料
「川と共生してきた証しです」

　寝屋川市史の編さんを約20年間担当しましたが、寝
屋川市内に残されている古文書や記録の多くは、「水」
に関する史料です。寝屋川市史に収録されている古文
書類も、水にかかわるものが多くを占めています。
　寝屋川は太古の昔から暴れ川で度々氾濫。村人た
ちは洪水から命と財産を守るために堤防を築きますが、
寝屋川は次第に周りの田畑より高い天井川になり、川の
下に水路を通すなど用排水路の確保が大変でした。
　寝屋川の西側には、かつて二十箇用水と友呂岐悪
水の２本の水路（現在の用排水路）が流れていました
が、堀溝村で３本目の水路を引こうという独自の計画が
持ち上がります。寛政12（１８００）年のことですが、周囲
の村の反対に遭い、実現はしませんでした。こうしたトラ
ブルも文書に記されています。
　市史編さんの時の調査では、秦町の民家で江戸時

代当時の寝屋川全体が収
められた何枚もの絵図が見
つかりました。樋門や堤防の
樹木１本まで細かく描写さ
れており、分割された絵図を
つなぎ合わせると広さが30
畳ほどにもなります。寝屋川
市史の付録（左の写真）に
つけましたが、その膨大なス
ケールに圧倒されると思い
ます。
　このように寝屋川地域で
水関係の古文書が数多く残
る理由は、訴訟が頻繁に起
きるからです。水利権などの
決め事や利害関係をはっき
りさせるために詳細に文書
や絵図を残す必要があった
のでしょう。

排
水
路
が
設
け
ら
れ
た
場
所
に
立
つ

「
千
種
庄
右
衛
門
彰
徳
之
碑
」

行
誓
寺
に
建
て
ら
れ
た「
千
種
庄
右
衛
門

大
人
之
碑
」

大東水害

昭和47年7月10日から13
日にかけて大阪府東部を
中心に総雨量が約300ミリ
メートルに達し、寝屋川など
が氾濫しました。特に大東
市では市域が広範囲に渡っ
て浸水し、府内最大の被害
となりました。この災害を巡
る訴訟は18年間近くに及
び、都市水害への関心が高
まりました。

尾
お
﨑
ざき
安
やす
啓
ひら
さん

大阪市史編纂所長

interview

特集
あなたは、まだ 寝屋川 を知らない
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オイカワ　体長１５センチメートル

カマツカ　体長15～20センチメートル

スジエビ　体長3.5～5センチメートル

ヌマチチブ　体長最大15センチメートル

聖
ひじり

の滝

せせらぎ公園

寝屋川の起点

打上川治水緑地

川沿いを歩く

寝屋川の源流。交野市星田新池の上流の谷
「地獄谷」にある落差６メートルの滝。茄子石の
滝とも呼ばれる。

交差点「寝屋」付近で、一級
河川寝屋川の起点になってい
る。ここから星田新池までは一
級河川傍示（たち）川。

洪水時に寝屋川と打上川の水量
を調整するために作られた遊水
池。水辺広場、芝生広場、スポー
ツ広場からなり、平常時には親水
施設として充実した景観が楽しめ
る。洪水時には最大で27万立方
メートルの水を貯水できる。

ほかにもボラやテナガエビ、ヨシノボリ
などたくさんの生物が生息しています。

1

2

3
7

寝屋川生物調査

一級河川寝屋川 基本データ
延長………………………… 25キロメートル
流域面積…………………… 267.6平方キロメートル
水源………………………… 生駒山地
主な支流……………………… �恩智川・古川・第二寝屋川

市界

　交通網の一角として、私たちとともに発展してきた
「寝屋川」。その一方氾濫を繰り返し、暴れ川としての
歴史があった。この川は一体どこまで続いているのか。
「さて、終点まで歩いてみるか」。　
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大
川
と
合
流
し
終
点

を
迎
え
た
。ビ
ル
が
立
ち

並
ぶ
以
前
か
ら
、こ
の
川

は
大
阪
城
を
横
目
に
私

た
ち
と
関
わ
り
続
け
て

き
た
。私
た
ち
の
市
名
に

な
っ
て
い
る「
寝
屋
川
」が
、

大
都
会
に
ま
で
伸
び
て
い

る
。少
し
誇
ら
し
い
気
分

で
、寝
屋
川
を
眺
め
る
。

「
帰
り
は
電
車
か
な
…
」。

せせらぎ公園
―寝屋川市の治水対策―

深北緑地

鴻池新田会所

川沿いを歩く

寝屋川市駅前に平成
17年４月、ねや川水辺ク
ラブら市民と行政の協
働で完成。遊歩道やウッ
ドデッキがあり、市民の
憩いの場。

大東市にまたがる遊水池。平常時
は大型遊具や芝生広場があり、レ
クリエーションを楽しめる。大雨など
で寝屋川が一定の水位を超えた
ときには園内に水を溜めて洪水被
害を防ぐ。最大で146万立方メー
トルの水を貯水できる。

史跡・重要文化財。昔は村役場の
役割を果たすとともに、寝屋川の船
着場でもあった。

4

5

6

A…京橋口
B…桜木水門
C…高宮ポンプ場
D…古川雨水幹線
E…讃良立坑

特集
あなたは、まだ 寝屋川 を知らない

関係市が一体となって対策
　寝屋川流域はほとんどが低平地で約７５パーセントの
雨水が自然に河川に流れ込まない「内水域」のために、
雨水を集めポンプで強制的に河川へ排水している。河
川に集められた雨水の出口は寝屋川の京橋口1か所し
かないため、国、府、寝屋川市を含む流域の関係11市が
「総合治水対策協議会」を設立して治水対策を進め
ている。

集中豪雨の教訓
　平成24年8月14日、
寝屋川市を襲った短
時間豪雨では、想定
外の雨により、甚大な
被害をもたらした。しか
し、淀川と寝屋川の水
量を調整する「寝屋川導水路」の桜木水門を開門して
淀川に排水することで寝屋川の氾濫はぎりぎり免れるこ
とができた。寝屋川市はこの災害を教訓に雨水を排水
する「高宮ポンプ場整備事業」や「古川雨水幹線整備
事業」に着手し、現在も着実に工事が進められている。

地下には巨大河川
　寝屋川流域では、打上川治水緑地や深北緑地など
の遊水池が整備されている。また、巨大な地下河川は
讃良立坑（寝屋川南公園内）まで延伸され、その貯水

能力は240万トン（昨年多
くの被害が出た台風21
号は200万トンを貯水）。
それまで浸水被害の多
かった萱島エリア、昭栄
町付近の被害がなくなっ
たと言われている。

川との戦いは今も続く
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―
２
０
１
７
年
の「
第
10
回
い
い

川・い
い
川
づ
く
り
公
開
選
考
会
」

で
、準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
私
た
ち
生
物
部
は
寝
屋
川
ユ
ー
ス
ネッ

ト
の
一
員
と
し
て
、ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
や

淀
川
ま
る
ご
と
体
験
会
な
ど
に
参
加

し
て
い
ま
す
。各
団
体
の
若
者
が
主
体

と
な
って
継
続
的
に
川
づ
く
り
活
動
を

行
って
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

―
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
に
参
加
し
て

ど
う
で
し
た
か

　
寝
屋
川
市
駅
の
前
の
せ
せ
ら
ぎ
公
園

で
、生
い
茂
る
草
を
刈
っ
た
り
、川
の
中

に
入
って
清
掃
し
た
り
し
ま
し
た
。驚
い

た
こ
と
に
川
に
近
づ
い
て
み
る
と
意
外

と
汚
く
な
か
っ
た
。掃
除
も
苦
で
は
な

く
楽
し
い
。ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
が
目
に

見
え
て
違
い
ま
す
し
、す
ご
く
達
成
感

が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
き
れ
い
な
状
態

を
保
つ
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
し
た
。

―
将
来
は
ど
ん
な
寝
屋
川
に
し
て

い
き
た
い
で
す
か

　
全
国
の
人
に
き
れ
い
な
川
と
思
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。水
質
調
査
も
し
ま

し
た
が
寝
屋
川
は
汚
く
な
い
し
、私
た

ち
の
行
動
次
第
で
も
っ
と
き
れ
い
に
な

る
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん

が
関
心
を
持
ち
、ご
み
は
投
げ
捨
て
な

い
な
ど
の
身
近
な
こ
と
か
ら
行
動
し

て
いっ
て
ほ
し
い
で
す
。寝
屋
川
ユ
ー
ス

ネ
ッ
ト
で
活
動
し
て
い
く
中
で
環
境
問

題
や
自
然
に
興
味
が
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
大
学
に
進
学

し
、環
境
科
学
に
つ
い
て
学
び
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

日
本
一
汚
い
と
い
わ
れ
た 

寝
屋
川
を
再
生

　
市
民
に
親
し
ま
れ
る
魅
力
あ
る
寝
屋

川
を
取
り
戻
す
た
め
、
18
年
前
に
検
討

委
員
会
が
募
集
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
30

年
代
に
は
水
質
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と

言
わ
れ
た
寝
屋
川
。
そ
の
印
象
が
市
の

イ
メ
ー
ジ
に
結
び
付
い
て
お
り
、
何
と

か
し
た
い
、
昔
の
姿
を
子
ど
も
た
ち
に

残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
当
時
小
学

校
4
年
生
の
息
子
と
応
募
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
61
人
。
息
子
の
他
に
小

学
生
が
２
人
お
り
、
寝
屋
川
の
未
来
を

創
る
子
ど
も
た
ち
の
声
を
引
き
出
す

よ
う
に
し
ま
し
た
。
1
年
か
け
て
寝
屋

川
再
生
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
、
検
討
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
で
「
ね
や
川
水
辺
ク
ラ

ブ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
川
づ
く
り
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
」 

市
民
と
行
政
の
協
働

　
寝
屋
川
が
市
民
に
親
し
ま
れ
る
水
辺

空
間
と
な
る
よ
う
、
寝
屋
川
せ
せ
ら
ぎ

公
園
や
幸
町
水
辺
公
園
の
整
備
を
し
ま

し
た
。
再
生
プ
ラ
ン
は
、
行
政
だ
け
で

な
く
市
民
が
参
画
す
る
協
働
の
取
り
組

み
だ
か
ら
こ
そ
実
現
し
ま
し
た
。
ど
ち

ら
が
欠
け
て
も
ダ
メ
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
ま
さ
に
車
の
両
輪
の
よ
う
な
協
働

の
た
ま
も
の
で
す
。
今
後
も
用
水
路
な

ど
を
活
用
し
た
「
身
近
な
水
辺
」
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

都
市
型
河
川
の
再
生
で 

評
価
さ
れ
る

　
そ
の
よ
う
な
協
働
の
取
り
組
み
を
発

表
す
る
と
「
あ
の
寝
屋
川
で
で
き
た
の

か
」
と
驚
か
れ
る
と
と
も
に
、
川
づ
く

り
と
し
て
の
評
価
が
上
が
り
ま
し
た
。

河
川
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
も
全
国
で
増
え
て
お
り
、
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
。

ホ
タ
ル
が
住
め
る 

美
し
い
川
を
次
世
代
へ

　
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
は
市
内
２
か
所
で
し

か
生
息
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
が

寝
屋
川
に
近
い
遊
水
地
で
す
が
、
以
前

よ
り
数
が
減
っ
て
お
り
心
配
で
す
。
た

だ
、
増
や
し
た
い
か
ら
と
い
っ
て
他
か

ら
持
っ
て
来
た
成
虫
や
幼
虫
を
放
つ
の

は
本
当
の
自
然
再
生
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
り
自
然
に
近
い
状
態
を
作
り
上

げ
て
、
次
世
代
に
残
し
た
い
で
す
。

竹
たけ
井
い
隆
たか
英
ひで
さん

ねや川水辺クラブ 会長

Ｐ.Ｓ. リバーサイドストーリー

クリーンリバーの様子

特集
あなたは、もう 寝屋川 を知っている

新
しん
宅
や
弥
み
紀
のり
さん

府立西寝屋川高校生物部 部長


